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「金属性印象が強L リ「迫力性印象が弱いJ r美的印象が強いJ rニュートラルな印象J rその他」の 5 群に大別される
ことも明らかにされた。
第 4 章では、首都圏及び関西圏で流されている発車サイン音楽の中から代表的な25種類の発車サイン音楽を選び出
し、(1)小学生と大学生を対象に、音楽経験の違いと反応の関係に焦点をあてた記述選択法による評価実験(実験 1 ) 
と、 (2)大学生を対象に、音楽として判断する場合と合図として判断する場合という教示の違いに焦点をあてた SD 法
による印象評価実験(実験 2 )、さらに(3)大学生を対象に、音楽刺激それ自体のカテゴリーの違いに焦点をあてた、












る聞き手の判断の違いを検討した。実験結果からは、実験 2 と同様に、「美的・金属性・迫力」の同じ 3 因子が抽出




ルド調査結果とを比較したところ、同じ音源である 11種類の発車サイン音楽のうち、 6 種類、 7 音空間に対して共通
する反応のあることが確かめられた。中でも、迫力・金属性・美的印象すべてに関してプラス寄りの方向で判断する
点に、共通性が認められた。
第 5 章では、第 4 章でおこなった実験 2 と実験 3 の結果を踏まえて新しい発車サイン音楽を制作し、発車サイン音
楽としてのふさわしさ度を検討する (1)ふさわしさ聴取実験(実験 4 )と (2)SD 法による心理評価実験(実験 5 )をお
こなった。新しい発車サイン音楽は、発車合図としての機能が明確で分かりやすく、同時に美的価値を備えたものと
して、 3 種類、制作した。実験では、 3 種類の旋律を基に、和声( 2 種類)、テンポ( 3 種類)、音域( 3 種類)を変
化させた54種類を音刺激とした。
実験 5 の結果からは、全刺激とも一定レベル以上の「ふさわしさ度」が得られた。特に、中音域 (C5-C6付近)と
高音域 (C7以上)で旦つテンポが遅い(四分音符=80) 旋律と中庸(四分音符=100) の旋律に対して、ふさわしさ
評価が高くなり、音楽要素の中では「テンポ」を重要な指標ととらえていることが明らかにされた。

























を検証している o 第 6 章、第 7 章では、本研究でおこなった実験結果をまとめるとともに、機能、空間デザイン、統
一性、快適性を、総合的に取り入れながら、望ましいサイン音楽を検討すべきであることを提案し、今後の展望をお
こなっている。
以上の成果により、本審査委員会は本論文が音環境の改善に重要な知見を与える優れた論文であることを認め、博
士(人間科学)の学位授与に値するものと判定した。
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